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論文内容の要旨
〔目的〕









当教室で弦10年間に剖検した新産児60{.以(10ヶ月 23例， 9 ヶ月 9 例， 8 ヶ月 12例， 7 ヶ月 8 例， 6 
ヶ月 2 例， 5 ヶ月 1 例，ほぼ月数不明 5例)を用いた。フォルマリン固定後の肝臓を各例につき，右











n=ぽ(zα十 zß)J .. (1) 
但し， σ: 標準偏差 ô: 検出したい差
α: 第一種の誤りの確率(危険率 5%で1.64) 
β: 第二種の誤りの確率(危険率10%で 1.28)
従って (1)式は n 今 8 吋;)となる o
ロ)各症例における造血細胞数の部住差による変動については t 検定を用いて検討した。
ハ)妊娠月数別におけるその月群の部位差の変動については paired t 検定を用いた。
〔総括〕
1. 10ヶ月群での生下後日時は 4 時間より 4 ヶ月に及び，造血細胞数は単位面積当り最高 108土28 で
あった。 9 ヶ月の例では生下後 7 時間より 2 ヶ月に及び細胞数は最高 156士20.8 ， 8 ヶ月群では生
下後 2 日より 7 日で細胞数 236士36. 7 ヶ月群では生下後 9 時間より 1 日で最高 189士36 であった。




3. 新産児肝臓の部位差の測定を t 検定によって行った53例中に 12例には有意差があり，右葉が左葉
より多い場合は101列で、あり，左葉が右葉より多い場合は 2例であった。
4. 各月数別に paired t 検定を行った場合は， 7 ヶ月群においてのみ 5%の危険率において左右に有
意差があり，右葉の方が左葉より大であった。
5. t 検定により中心部より周辺部に多い例は 4例があり，周辺部が中心部より多い場合は 2例であ
った。
6. 責任娠月数と生下後日数の影響についてはこの程度の例数で妊娠月数による造血細胞の変動を知る
には不充分で、あり，生下後日数の影響が妊娠月数にわける造血細胞数の差を凌駕して日数の経過と
共に減少して分娩後10日で零となった。
7. 疾病による病理的な因子で強く影響を及ぼしたと思われるものに，新生児重症黄痘の一例がある
のみで，明らかに有意差を示す肝造血の充進を認めた。
その他の症例については疾患別に有意の差はなく 従って生理的造血の程度を現わす資料の範囲
に含まれた。
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論文の審査結果の要旨
従来より胎児肝臓造血の機能の程度を病理組織学的所見より判する業績については THOMAS他幾
つかの報告があるが，いずれも記述的なものであり.方法論に充分客観化されたものとは云ぃ難いD
著者は新生児剖検例の肝臓について可及的多数の切片を採取計測し推計学的検討を施し，その切片数
と在胎月数の関係，部位差及び病理的侵襲の影響等に関する一定の客観的資料を得る事に成功した。
よって医学博士の学位を授けるに値する独創性を示したものと考える。
-168 ー
